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Where flowers bloom so does hope. 
花が咲くところには希望も咲く。By Lady Bird Johnson

2025年5月号

  先⽉から今皆様に通って頂いています『英語教育ワタナベアカデミー』を『何故どのよ
うにして』創る事になったのかとのお話の第⼆回⽬になります。それは50年以上前にアメリ
カのサンタモニカの公園で、毎⽇海に浮かぶヨットをぼーっと眺めながら暮らしていた私の
頭の中に芽を出して来ました。それが今のヨットのロゴマークの由来なのですが。�私⾃⾝の
バックグランドの話をしなければ、何故ぼーっと海に浮かぶヨットを眺める事になったのか
はお分かり頂けないので、暫くはその頃の⽇本の様⼦とアメリカでの⽣活の様⼦をお話致し
ましょう。

  それは1972,3年頃の事です。多くの⽇本の会社が海外に進出しようと初代の駐在員を送
り始めていました。私もその波に乗り、アメリカカリフォルニア州ロサンジェルス市郊外の
サンタモニカに住む事になったのです。

  その頃１ドル360円時代は�終わったとはいっても、⽇本は未だ貧しく、駐在員の家族は
本⼈が赴任して、6ヶ⽉後に現地に⾏くのが普通でした。⼜⼀旦現地に⾏ったら、⼀時帰国
出来るのは３年後です。それも必ず⼀時帰国出来るとは決まっていなかったのです。�

  その頃�⽇本では『⽉給13800円・・・』という歌が流⾏っていました。1ドル２８０
円〜３００円時代でしたので。13800円というのは、当時50ドルくらいなのです。初代の若
い駐在員に会社としても�⾼い給与を出すはずもなく、この先⼀体どうなるのか⾒当もつかな
い⽣活の始まりでした。

�  その頃のアメリカ⼈といえば、⼤きな⾞に乗るのが普通で⽇本の⾞の⼩さな⾞に乗ると
フリーウェイ（⾼速道路）で爆発すると⾔われていました。今から考えると嘘の様な話です
が、その頃は『⽇本製品は安かろう悪かろう！』と思われていた余韻がまだまだ⾊濃く残っ
ていた時代だったのです。

この続きは⼜来⽉お話しましょう！

�                                    渡邊節⼦



5月〜7月スケジュール

---5月 May---

5月3日(土)~5月6(火)ゴールデンウィークのためお休み

---6月 June---

2025年度第1回　英検(ワタナベアカデミー実施分・本会場)　6月1日(日)

　　英検ジュニア6月7日(土)~6月14(土)     

---7月 July---

2025年度第1回　英検二次試験(ワタナベアカデミーで申し込んだ方)　7月13日(日)

重要：お知らせ

2025年度4月より全教室、

祝日はレッスンをお休みとさせて頂きます。

新年度：各教室の担当の先生

学芸大学　小学生教室：鱒渕優菜先生

学芸大学　中・大教室：藤田実優先生と白井琴乃先生

学芸大学　All English クラス：Allen 先生

洗足教室：藤田実優先生(月・火)と白井琴乃先生(水・木・金)

※洗足教室の土曜日のレッスンは週ごとに先生が交代で担当いたします。
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１級合格者 
合計・・・0人

Congratulations英検合格者 
2024年第３回・2024年11月～2025年1月英検SCBT

P1級合格者 
合計・・・4名 

高校3年生1人 
高校2年生2人 
中学3年生1人

★1級に合格するためには★  
1,諦めずに受験し続けること。 

2,毎日必ず TIME 誌レベルの英語を読むこと。 

3,TOEFL,1級の単語のVocabulary を完全にすること。 

4,英語で News の番組を見たり、新聞を読み知識を得ること。  

5,会話のレッスンを通して様々なトピックに対して自分の意見が言え、 表現できること。 

 6,Boosterクラスに参加すること。 

★P1級に合格するためには★ 
1,どうしても合格したいという強い意思が必要。 

2,毎日必ず英語を楽しむこと。 

例えば好きな英語の本を読んだり好きなドラマを繰り返し見たりすること。 

3,660、504、準1級の単語ver5と6の Vocabularyを完全 にすること。 

4,会話のレッスンを通して様々なトピックに対して自分の意見が言え、表現できること。 

5,Timed Readingを毎日解くこと。 

6,Boosterクラスに参加する 

★2級(高校3年生修了レベル)に合格するためには★  
1,必ず合格したいという強い意思をもつこと。 

2,毎日必ず英語の勉強をすること。 

 3,2級レベルの Vocabulary を完全にすること。 

4,Oxford Read and discoverを使って読解力を上げること(小学生) 2級の長文を和訳し、 

  暗記すること(中学生以上) 

5, 会話のレッスンを通して様々なトピックに 対して自分の意見が言え、表現できること。 

6,Boosterクラスに参加すること。 

★P2級(高校2年生修了レベル)に合格するためには★  
1,毎回レッスンに出席すること。 

 2,毎日必ず英語を勉強すること。 

 3,準2級の Vocabulary を完全にすること。 

 4,英検準2級の長文読解の訳と暗記を進めること(中学生以上)  

   Oxford Read and discoverを使って読解力を上げること(小学生) 

 5, 会話のレッスンを楽しむこと。 

 6,Boosterクラスに参加すること。 

2級合格者 
合計・・・5名 
 中学3年生3人
小学5年生1人
小学3年生1人

P2級合格者
合計・・・10名

高校1年生2人
中学3年生2人
中学2年生5人
中学1年生1人



あ

★3級(中学3年生修了程度レベル)に合格するためには★  
1,毎回レッスンに出席して単語やWriting帳の暗記に取り組むこと。 

2,毎日必ず英語を勉強すること。 

3,3級の単語、Writing、Reading、Vocabulary Exercise を完全にする こと。 

4,英作文を正しく書けるよう練習し、 Essayやメール文のお返事を正しく
書けるよう練習すること。  

5, 会話のレッスンを楽しむこと。 

★4級(中学2年生終了レベル)に合格するためには★ 
1,毎回レッスンに出席して単語やGrammarやWriting帳の暗記を進めること。  

2,毎日必ず英語を勉強すること。 

3,4級の単語を完全にすること。  

4,好きな番組を英語で見ること。 

5,会話のレッスンを楽しむこと。

★5級(中学1年生修了レベル)に合格するためには★  
1,毎回レッスンに出席して単語やGrammarやWriting帳の暗記を進めること。  

2,毎日必ず英語を勉強すること。 

3,4級の単語を完全にすること。  

4,好きな番組を英 英語で見ること。 

5,会話のレッスンを楽しむこと。

3級合格者
合計・・・9名

中学2年生1人
小学6年生4人
小学5年生1人
小学4年生3人

4級合格者
合計・・・10名

中学1年生8人
小学6年生1人
小学3年生1人

5級合格者
合計・・・5名

小学6年生1人
小学5年生2人
小学4年生1人
小学2年生1人

英検Jr合格者Report 
2024年第３回

Bronze…受験者なし
Silver…小学校3年生　4名　小学校4年生　1名　小学校5年生1名 

Gold…小学校2年生　2名　小学校3年生   2名

英検ジュニア対策では、ただ点数を追うのではなく、JrStep の受験級の範囲を暗記すること、過去問を何度も解くことを徹底
して行っています。また、英検ジュニアそれぞれの級 80%以上取得を目標にすることで、生徒さん自身の暗記や宿題のモチ
ベーションにも繋がります。過去の生徒さんの多くが、Gold を 80%以上取得後、英検5級のリスニング過去問は満点近く取
れることが出来ています。このような幼少期からの小さな積み重ねが、 中高生や大人になった時に必ず力になると思い我々も

指導 に取り組んでいます。 6月にも英検ジュニアを開催します。ぜひ受験しましょう!



GET TO KNOW 

ENGLISH TEACHERS 8
Loren先生

Q Could you tell us a bit about yourself?

Hello! I’m a first-year doctoral student at the Institute of Science 
Tokyo, in the Department of Transdisciplinary Science and 
Engineering. I am doing research about sport ecology, which is 
a study on the relationship between sports and the 
environment. I explore how sports can promote environmental 
sustainability and SDGs. My interest in this topic began when I 
was an archery player in the Philippines. I really liked reading 
about Greek mythology, like the Percy Jackson series, that’s 
why I started playing archery in the first place. In my free time, I 
enjoy listening to music and watching YouTube videos.

Q What brings you to Japan, and what is your main 
purpose here?

After completing my bachelor’s degree, I wanted to further my 
studies by pursuing a PhD. I chose to study in Japan because I 
like the serious approach to research and innovation. Here, I’m 
excited to learn from the unique research culture and contribute 
to high-quality academic work. Aside from studies, I also 
wanted to experience Japanese culture and explore Japan’s 
beautiful landscapes. My first encounter of the changing 
seasons is in Japan, and it was truly amazing. 

Q Do you have any tips or advice for our students on 
improving their English skills?

Immerse yourself in English as much as you can. Read a 
variety of texts, watch English videos, and listen to music in 
English. I understand that learning a new language is tricky but 
be patient with yourself and take your time! Try to make 
learning enjoyable by exploring English versions of your 
favorite books, movies, or songs. This approach not only 
improves your language skills but also broadens your 
perspective on the material you already know and love.

Q What message would you like to share with the 
students at Watanabe Academy?

I truly enjoy our conversations, and I encourage you all to share 
your thoughts freely! Don’t be shy and let’s have fun learning 
together. Your determination in class inspires me, and I am 
excited to learn from you as much as I hope you learn from me.

Q 自己紹介をお願いします。  
こんにちは。東京科学大学・融合理工学博士課程1年目のローレンで
す。スポーツエコロジー(スポーツと環境の関係性)を研究しています。
私はどのようにしてスポーツが環境持続性やSDGSを推奨できるかと
いうことを探求しています。この興味が芽生えたのは、フィリピンで
アーチェリーの選手だった時です。ギリシャ神話のパーシー・ジャク
ソンシリーズを読むことが大好きでした。そういうわけで、まずアー
チェリーを始めてみたのです。時間があるときは音楽鑑賞・Youtube

を見ることを楽しんでいます。

Q日本に来た動機と目的は何ですか？ 
大学卒業後、博士課程まで進んでもっと研究を進めたいと思いまし
た。研究や革新に真剣に取り組むことが好きなので、日本で研究する
ことを選びました。日本では、他の国にはない研究文化から学ぶこ
と、レベルの高い学業に貢献できることが自分のモチベーションと
なっています。研究の他に、日本の文化を経験したり、美しい景色を
見て回ったりしたいと思っていました。始めて季節の変化を経験した
のは日本です。それは本当に美しく素晴らしいものでした。

Q 英語力を上達する上でワタナベアカデミーに通う皆さ
んに秘訣やアドバイスはありますか？ 
いろんな種類の本を読む、英語の動画を見る、英語で音楽を聞くなど
して、できる限りたくさん英語に触れてください。新しい言語を習得
することは、容易いものではありませんが、辛抱して時間をかけてみ
てください。自分のお気に入りの本、映画、歌を英語で見たり聞いた
りしてみることで、楽しもうとしてみてください。そうすれば、語学
力向上のみならず、すでに知ってたり好きだったりする本や歌や映画
に対する理解も深まりますよ。

Qワタナベアカデミーの生徒さん達に伝えたいメッセー
ジを御願いします。
皆さんとの会話レッスン、本当に楽しいです。皆さんには自由に考え
を話せるように努めたいと思います。恥ずかしがらないで、一緒に勉
強することを楽しみましょう！授業中でのあなたの意見は私には参考
になり刺激的であるしあなた達が私から学んでくれると同様にあなた
達から学べることが楽しいです！

GET TO KNOW 
ENGLISH TEACHERS �8回⽬
Loren先生

Loren先⽣は東�科�⼤�の�⼠��でスポーツエコロジーを研�しています。
元アーチェリー�⼿です。�業と並⾏しながら2023年よりワタナベアカデミー
で��の先⽣をしています。



私は人生において

いくつかの明確な変化をし始めている。

そのいくつかは時間がかかるだろう。

いくつかは私に痛みを与えるだろう。

いくつかは危険を伴い、

成長する痛みを意味するだろう。

しかしそれが何であっても

私はそれをやりとげると知っている、、、

私が良い時も悪い時も

見守ってくれている

君のような人が私を確信させてくれる。

ゲイル　ニシモト

訳：渡�節子

I am just beginning 

to make some definite changes 

in my life

 Some of them will take time,

some will cause me grief, 

some will mean risk 

and a lot of growing pains, too.

But whatever the case, 

I know I will make it...

It's having someone like you 

to see me through 

both the good times 

and the bad 

that makes me so sure.....

ーGail Nishimoto
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